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1 ニュースレター第10 号（年1回発行）
発　行： 2018 年 6 月　　12,500 部
内　容： ・センター長挨拶「保健医療福祉の基幹大学としての地域連携に向けて」
 ・地域と歩む研究紹介「浜松市教育委員会との共同活動を通じて地域の子どもたちを支える」
 ・浜松市との連携事業～大学生による講座
 ・保健医療福祉団体の委員等派遣状況
 ・2018 年度公開講座のご案内
 ・2018 年度地域連携事業研究費　採択研究一覧
配布先： 実習施設、就職施設、聖隷グル プー、卒業生、同系他大学、臨床教授等、市内図書館・協働センター など
2 チラシ制作
1.	公開講座の案内
種類 講座タイトル
公開講座 「地域共生社会」の実現に向けて
公開講座 「がんとともに、自分らしく生きる」ために当事者が求める支援とは
３ ホームページの更新
URL: https://www.seirei.ac.jp/healthscience/
大学ホームページ（https://www.seirei.ac.jp/） ⇒ 社会との連携 ⇒ 地域連携推進センターからリンクしています。
1.	更新ページ
・ 地域貢連携事業研究
 2018 年度地域連携事業研究費採択
課題一覧を掲載
・ 公開セミナー・公開講座
 2018年度公開講座案内を掲載、インター
ネット申込フォー ム
・ 講師・委員等の派遣
 2018 年度の講師・委員等の派遣実績
を掲載
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2.	当センターへの問い合わせ方法
ホームページに問い合わせフォームを設置していますので、ぜひご活用ください。
URL：http://blg.seirei.ac.jp/healthscience/form.html
電話でのお問い合わせ先：053-439-1400（大学代表）
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Community-Based Practice and Research Center for Health and Welfare
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
01
2018.6
Vol.10News letterニュースレター
地 域 と 歩 む
「地域と歩む」をキーワードに、保健医療福祉の実践現場との共同研究・共同事業、地域の専門職向けの研修や一般の方々
への学習機会の提供、地域の自治体や専門分野に関わる団体への協力、地域に開かれた相談窓口等を通して、地域の保健医
療福祉のさらなる質の向上に寄与するための活動に取り組んでいます。
保健医療福祉の基幹大学としての地域連携に向けて
聖隷クリストファー大学保健福祉実践開発研究センター長
社会福祉学部社会福祉学科准教授 大場 義貴
　本学は、建学の精神である「生命の尊厳と隣人愛」に基づき、保健医療福祉の未来を創造する教育・研究・実践
のフロンティア大学として、2018年1月に浜松市との間で「包括連携協定」を締結いたしました。従来から行って
きました公開講座や自治体からの委員受託、保健医療福祉機関等への人材育成支援（出前講座等）に加え、今年度
は大学の最重要課題のひとつとして「地域連携体制の構築」を掲げ、1）「（仮）聖隷クリストファー保健医療福祉
市民大学」開講、2）自治体政策会議への参画、3）自治体、企業、病院施設、他大学等との連携体制（プラット
フォーム）の形成、4）東京パラリンピックへの参画に取り組みます。また、昨年度までの、地域貢献事業研究費の
配分を、「地域連携事業研究費」と名称および内容を見直し、地域連携が更に推進するように変更いたしました。
　本学が地域振興に資する大学として発展するために、当センターは地域連携体制を構築・推進する役割を担って
参りますので、今後もよろしくお願いいたします。
※詳細は保健福祉実践開発研究センターのホームページ等で
　ご案内いたします。
2017年度報告会の様子
保健福祉実践開発研究センターとは
2017年度に地域貢献事業研究費の採択を受けた事業研究の
ポスター発表を下記の通り開催します。また、今年度は新た
なイベントを企画しています。聖灯祭・ホームカミングデー
と同日開催ですので、ぜひお気軽にお立ち寄りください。
日 時
場 所
2018年11月3日（土）10：00～15：00（予定）
聖隷クリストファー大学
地域貢献事業研究費2018年度報告会のご案内
●お知らせ●●目　次●
保健福祉実践開発研究センター長挨拶
“地域と歩む”地域貢献事業研究の紹介
●『浜松市教育委員会との共同活動を通じて
　　 地域の子どもたちを支える』
浜松市と大学との連携事業
～大学生による講座　2017年度実施報告
保健医療福祉団体の委員等派遣状況、
研究支援実施状況
2018年度公開講座のご案内／
2018年度地域連携事業研究費採択一覧
◆
◆
◆
◆
◆
・・
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地域貢献事業研究の紹介
　当センターでは、本学周辺校地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として「地域貢献事業研究
費※」を分配しています。2017年度に採択された研究をご紹介します。
※2018年度からは「地域連携事業研究費」に名称を改めました。
News Letter No.10
02
地 域 と 歩 む
　人は、コミュニケーション活動なくしては社会生活が成り立ちません。とりわけ、「ことば」に何らかの問題が発生する
と、理解・思考・表現に制限が生じることが多く職業選択や生活そのものに影響を与えます。学齢期では、ことばの問題が
「いじめ」の原因になったり「不登校」に発展したり、2次的な問題へと進展するケ スーがあります。将来この地域を担う子
どもたちが自信を持って社会生活を送るためにも、早期から「ことばを育む活動」が重視されています。
　浜松市には、ことばに関する発達支援を行う学校として10校に「ことばの教室」として、「幼児ことばの教室」と「通級
指導教室(言語)」が設置されています。「幼児ことばの教室」は就学前幼児を対象とし、「通級指導教室(言語)」は学童児
童を対象としています。浜松市では教育現場で子どもたちの「ことば」を積極的に育む活動が行われています。しかし、指導
にあたる教諭は、通級指導教室(言語)の場合は常勤ですが、幼児ことばの教室では系統的な研修が不足しているという課
題がありました。子どもたちにとって大切な時期の指導にあたる教諭を専門的な視点から支援し、より効果的な指導の提
供を目標に、本研究では浜松市教育委員会と聖隷クリストファー大学言語聴覚学科が共同して専門的な研修を開催し、そ
の効果検証を行いました。
　研修内容は、講師に言語発達障害がご専門の、遠藤重典先生（児童発達支援センターほうあんうみ：言語聴覚士）をお
迎えし、①子どもの言語・コミュニケーションの発達、②言語発達障害の種類や様相、③言語発達障害児の評価・支援　な
どについて、5回シリ ズーで系統的な専門研修を行っていただきました。そして、研修後に個々の教諭の指導がどのように変
化したかを調査しました。毎回の研修には、浜松市教育委員会の先生方30名以上の参加を得て活発な研修会が開催され
ました。地域の保育士・幼稚園教諭・言語聴覚士の先生方にもご参加いただきました。研修前後での指導の変化としては、
「全般的な発達を考えながら指導できるように
なったこと」が効果として示されました。
　なお、本研修会は本学言語聴覚学科の学生が
主体となって運営をしました。学生が地域の専門
家と専門研修を通じて学ぶことができた点も本
研究事業の成果でした。
浜松市教育委員会との共同活動を通じて地域の子どもたちを支える
リハビリテーション学部言語聴覚学科研究代表者 教授 柴本　勇
◆研究協力者：［分担者］今明 薫（浜松市教育委員会 学校教育部・教職員課 発達支援グループ）
◆研究課題名：ことばの教室担当教諭への専門的研修が指導に与える効果
本学の教員は、保健医療福祉の専門分野の委員等として地域に貢献しています。
保健医療福祉団体の委員等派遣状況（2017年度）
静岡県身体拘束ゼロ作戦推進会議　委員
静岡県社会福祉人材センター　保護者向け啓発資料検討委員会　委員
浜松市社会福祉人材バンク　委員
浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会　児童虐待検証部会　委員
浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会　児童処遇部会　委員
浜松市精神保健福祉センター思春期メンタルヘルス推進会議　推進委員
浜松市就学支援委員会　委員長
浜松市就学支援委員会専門部会「医療的ケア運営協議会」　委員
浜松市青少年育成センター　浜松市若者支援スーパーバイザー
浜松市不登校対策推進協議会　会長
浜松市障害者虐待防止対策支援事業　アドバイザー
浜松市人権施策推進審議会　委員
浜松市発達障害児者支援協議会　委員
浜松市高齢者・障害者虐待防止連絡会　アドバイザー
浜松市高齢者虐待防止支援事業　アドバイザー
浜松市営住宅管理運営委員会　委員
磐田市障害者施策推進協議会　委員
公益社団法人静岡県看護協会静岡県専任教員養成講習会運営委員会　委員
公益信託スクロール女性ボランティア基金運営委員会　委員
社会福祉法人和光会　理事
社会福祉法人七恵会第三長上苑およびデイサービスセンター運営推進会議　委員
社会福祉法人七恵会　評議員
社会福祉法人みどりの樹　評議員
社会福祉法人昴会　監事
社会福祉法人慶成会運営推進会議　アドバイザー
社会福祉法人浜松市社会福祉協議会事務事業評価外部評価委員会　委員
社会福祉法人浜松市社会福祉協議会　地区社協のあり方検討委員会　委員
静岡県自治会連合会西部支部研修会　講師
静岡県看護協会地区別施設看護管理者交流会　講師
静岡県西部保健所新任期地域保健従事者研修会　講師
静岡県社会福祉士会実践研究セミナー　講師
静岡県言語・聴覚・発達障害教育研究会研修会　講師
静岡県訪問看護ステーション協議会ELNEC‐Gコアカリキュラム看護師教育プログラム　講師
浜松市教育委員会保育活動研修　講師
浜松市民生委員児童委員協議会中堅委員研修会　講師
浜松市ことばを育てる親の会ペアレント・トレーニング　講師
浜松市ファミリー・サポートセンタースキルアップ講習会　講師
浜松市手話奉仕員養成講座　講師
浜松市西区地域包括支援センターケアプラン作成研修会　講師
袋井市介護保険研究会全体研修会　講師
島田市介護支援専門員研修会　講師
公益社団法人静岡県理学療法士会新人教育プログラム研修会　講師
一般社団法人静岡県介護福祉士会技能実習指導員講習会　講師
社会福祉法人七恵会主任・フロアリーダー研修　講師
社会福祉法人小羊学園職員研究発表会　審査員
社会福祉法人聖隷福祉事業団聖隷三方原病院認定看護管理者教育課程ファーストレベル　講師
社会福祉法人斉慎会特別養護老人ホーム西之島の郷ユニットリーダー研修　講師
ヤマハ発動機株式会社高齢者の雇用促進に関する環境整備のための管理監督者研修　講師
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浜松市との連携事業
News Letter No.10
地 域 と 歩 む
　社会福祉学部こども教育福祉学科の学生が講師を務め、天竜区水窪
町の児童・園児と保護者がハロウィーンの仮装衣装作りに挑戦しまし
た。参加した子どもたちは、講師を務める学生の指導の下、カラービ
ニール袋や折り紙、卵パックなどを用いて、ドラキュラや魔女などの
かわいらしい衣装を制作しました。衣装が完成した後は、その衣装
を身にまとい、水窪の町に繰り出しました。子どもたちは行く先々
でお菓子をいただき大満足の様子でした。
講師の派遣依頼は、保健福祉実践開発研究センターホームページの専用フォームをご利用ください。
https://www.seirei.ac.jp/
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 講師・委員等の派遣社会との連携
保健医療福祉団体の委員等派遣状況（2017年度）
静岡県身体拘束ゼロ作戦推進会議　委員
静岡県社会福祉人材センター　保護者向け啓発資料検討委員会　委員
浜松市社会福祉人材バンク　委員
浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会　児童虐待検証部会　委員
浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会　児童処遇部会　委員
浜松市精神保健福祉センター思春期メンタルヘルス推進会議　推進委員
浜松市就学支援委員会　委員長
浜松市就学支援委員会専門部会「医療的ケア運営協議会」　委員
浜松市青少年育成センター　浜松市若者支援スーパーバイザー
浜松市不登校対策推進協議会　会長
浜松市障害者虐待防止対策支援事業　アドバイザー
浜松市人権施策推進審議会　委員
浜松市発達障害児者支援協議会　委員
浜松市高齢者・障害者虐待防止連絡会　アドバイザー
浜松市高齢者虐待防止支援事業　アドバイザー
浜松市営住宅管理運営委員会　委員
磐田市障害者施策推進協議会　委員
公益社団法人静岡県看護協会静岡県専任教員養成講習会運営委員会　委員
公益信託スクロール女性ボランティア基金運営委員会　委員
社会福祉法人和光会　理事
社会福祉法人七恵会第三長上苑およびデイサービスセンター運営推進会議　委員
社会福祉法人七恵会　評議員
社会福祉法人みどりの樹　評議員
社会福祉法人昴会　監事
社会福祉法人慶成会運営推進会議　アドバイザー
社会福祉法人浜松市社会福祉協議会事務事業評価外部評価委員会　委員
社会福祉法人浜松市社会福祉協議会　地区社協のあり方検討委員会　委員
静岡県自治会連合会西部支部研修会　講師
静岡県看護協会地区別施設看護管理者交流会　講師
静岡県西部保健所新任期地域保健従事者研修会　講師
静岡県社会福祉士会実践研究セミナー　講師
静岡県言語・聴覚・発達障害教育研究会研修会　講師
静岡県訪問看護ステーション協議会ELNEC‐Gコアカリキュラム看護師教育プログラム　講師
浜松市教育委員会保育活動研修　講師
浜松市民生委員児童委員協議会中堅委員研修会　講師
浜松市ことばを育てる親の会ペアレント・トレーニング　講師
浜松市ファミリー・サポートセンタースキルアップ講習会　講師
浜松市手話奉仕員養成講座　講師
浜松市西区地域包括支援センターケアプラン作成研修会　講師
袋井市介護保険研究会全体研修会　講師
島田市介護支援専門員研修会　講師
公益社団法人静岡県理学療法士会新人教育プログラム研修会　講師
一般社団法人静岡県介護福祉士会技能実習指導員講習会　講師
社会福祉法人七恵会主任・フロアリーダー研修　講師
社会福祉法人小羊学園職員研究発表会　審査員
社会福祉法人聖隷福祉事業団聖隷三方原病院認定看護管理者教育課程ファーストレベル　講師
社会福祉法人斉慎会特別養護老人ホーム西之島の郷ユニットリーダー研修　講師
ヤマハ発動機株式会社高齢者の雇用促進に関する環境整備のための管理監督者研修　講師
　本学は、浜松市が企画・推進する事業「浜松市と大学との連携事業～大学生による講座」に参画していま
す。この事業は、市民と大学生が生涯学習を通じて自分の成長や能力の向上を図る学習活動（生涯学習）を推
進し、その学びの成果を地域づくりにつなげていくことが目的となっています。本学は2017年度より当連携事
業に参画し、年間で12回の講座を実施し、述べ298人の市民の方々に参加いただきました。2018年度も継続し
て本事業に参加する予定です。
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29
25
21
27
24
19
31
22
15
34
25
参加者会　　　場開催日担当学科対　象講　　座　　名
麁玉協働センター
竜川ふれあいセンター
県居協働センター
富塚協働センター
熊ふれあいセンター
三方原協働センター
佐鳴台協働センター
天竜協働センター
蒲 協 働 セ ン タ ー
水 窪 文 化 会 館
神久呂協働センター
理学療法学科
理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚学科
こども教育
福祉学科
こども教育
福祉学科
小中学生
高齢者
高齢者
高齢者
幼児・小学生
乳幼児～　　
小学校低学年
2017.12.06
2017.12.23
2017.11.08
2017.11.10
2017.10.07
2017.10.11
2017.10.11
2017.11.10
2017.12.13
2017.12.19
2017.10.21
2017.12.02
自分の体力を調べてみよう！
～体の仕組みについて～
脳トレや体操に取り組んで心も体も元気に！
～健康寿命を延ばすには～
認知症予防 “海馬を鍛えよう!!”
健康寿命は食にあり！
～食事の安全な摂り方を知ろう～
トリック・オア・トリート
～お化けに変身～
音楽でつなごう友達の輪
Ｐ
ｉｃ
ｋ
 ｕｐ
26
地域連携推進センター_2018第10号年報_CC19_本文_1016.indd   26 2019/10/16   15:54:20
【地域と歩む】保健福祉実践開発研究センター ニュースレター 第10号
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
発行
04
〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453
TEL:053-439-1400　FAX:053-439-1406　Eメール:health-science@seirei.ac.jp
　当センターでは市民の方を対象とした講座を開催しています。詳細は保健福祉実践開発研究センターのホームページに順次掲載
します。インターネットから、またはFAXでお申し込みください。多くの皆様方のご参加をお待ちしております。
2018年度 公開講座のご案内
　本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として『地域連携事業研究費』を分配しています。
　2018年度は、2018年2月に公募、4月に審査を行い、5件が採択されました。
2018年度 地域連携事業研究費 採択一覧
研究課題名 研究代表者（所属） 対象地域
エンターテイメント・エデュケーションを活用した
家庭教育事業の実施と評価
根地嶋　誠 准教授
（　　　　　　　　　　）リハビリテーション学部理学療法学科
田島　明子 教授
（　　　　　　　　　　）
落合　克能 助教
（　　　　　　　　　　）社会福祉学部介護福祉学科
藤田　美枝子 教授
（　　　　　　　　　　）社会福祉学部こども教育福祉学科
伊藤　純子 助教
（　　　　　　　　　　）看護学部看護学科
浜松市、豊橋市
静岡県内
静岡県内
（特に静岡県西部）
浜松市
浜松市
インターネットからの参加申込み
FAXからの参加申込み
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 公開セミナ ・ー公開講座
FAX:053-439-1406
https://www.seirei.ac.jp/ 画面の案内に従って必要情報を入力後、送信してください。
氏名（フリガナ）・住所・電話番号・FAX番号・職業（勤務先）・申込講座名をお知らせください。
社会との連携
高校野球選手における腰痛予防対策の開発に関する研究
パーキンソン病療養者における災害準備の現状と課題について
高齢者施設における虐待予防プログラムを用いた研修実施と効果検証
子どもと家庭への地域包括的ケアのあり方に関する研究
2018年7月21日（土）13：00～16：00
玉置　隼人 氏（厚生労働省 社会・援護局　地域福祉課　地域福祉専門官）
齋藤　眞理 氏（民生委員児童委員協議会） 
大杉　友祐 氏（社会福祉法人天竜厚生会 地域支援課 生活困窮担当）
永井　紀子 氏（社会福祉法人浜松市社会福祉協議会 浜北地区センター 地域リーダー）
一般の方、保健医療福祉専門職の方
400名
なゆた・浜北 なゆたホール（静岡県浜松市浜北区貴布祢3000番地）
日 時
講 師
シ ン ポ ジ ス ト
対 象
定 員
会 場
2018年11月24日（土）
未定
一般の方
60名
聖隷クリストファー大学
日 時
講 師
対 象
定 員
会 場
リハビリテーション学部
作業療法学科
「地域共生社会」の実現に向けてテーマ
「がんとともに、自分らしく生きる」ために当事者が求める支援とはテーマ
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2018 年度
地域連携事業研究　報告書
29
地域連携推進センター_2018第10号年報_CC19_本文_1016.indd   29 2019/10/16   15:54:25
